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30～40代の芸術家を対象とした公募プログラム「ART LEAP」。2021年度は、美術作家の船川翔司による展覧会を開催します。詳しくは中面「神戸みちくさ天国」にて。

昭和6年から続く老舗・高田屋京店（湊町4-2-13）は、
げんこつサイズのおでんが看板メニュー。

2月のKAVCシネマでは、オペラ、バレエから「ゲキシネ」「維新派」まで、
国内外の貴重な舞台芸術をとらえた映像作品を上映。詳しくは「Staff’s VOICE」にて。

2021年12月に開幕した「KAVC FLAG COMPANY 2021-2022」は後半戦へ。
1月にStarMachineProject、2月に劇団不労社、3月にかのうとおっさんが公演を開催します。

引き続き、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、
手指の消毒や換気にご協力をお願いします。
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第四回 新開地カブキモノ大興行 本公演 & 前夜祭
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どうはじまって、どう続く？

̶̶KAVCで展示された若手時代は、どんな姿勢で

作家活動に挑まれていましたか？

八木：束芋さん、はじめまして。金氏さんとお話する
のは、お久しぶりですね。
束芋：展覧会でご一緒したことはありますが直接お話
しするのははじめてですよね。同世代の作家同士って
意外と接点が少ないので、今日は楽しみにしてきまし
た！　早速、質問にお答えしたいと思います。当時は
大学を卒業して一般企業で働こうとしていたんですよ。
まさか作家活動を続けられるとは思っていなくて。
八木：僕も束芋さんと同じく。当時は就職しようと
思っていたし、作品もデザインとして制作していました。
美術家としての意識は環境によって徐々につくられて
いったものだと思います。
金氏：僕は、高校生のときから漠然とアーティストに
なると思っていたんですよ。
束芋：すごいですね。なぜそう思えたんですか？
金氏：自分にはそれ以外できないという、ある種の諦
念だったのかな。KAVCで展示していた頃は、個人的
なものを世界とどう接続できるかを考えていたんだけ
ど、そんな僕からすると、束芋さんや八木さんは当時
から世界とのつながりを獲得できていたように見えた
ので、内心は焦っていましたよ（笑）。
八木：金氏さんが焦っていたとは。むしろ、『子連れ狼』
の拝一刀みたいな、泰然とした作家に見えました（笑）。
金氏：そうかな（笑）。僕はいまだに手応えのある展

示をつくれていないし、作家とし
てもまだまだ評価されていない
と思っているんですけどね。
束芋：ああ、私と金氏さんは正反
対です。卒業制作で《にっぽんの
台所》*1をつくったとき、「完璧
だ！」と思ったんですよ。振り返
れば今まで、「この一作で終わっ
てもいい」という感覚で制作を続
けてきました。そういう意味で
は、これまでずっと、続けていく

覚悟を持ってこなかったとも言えるんです。
八木：僕はどうかな ......。モットーは現状維持。年に
1度面白い作品をつくれたら、次もつくっていけるか
なって。過去の作品が自分に戻ってきたり、新しいも
のになったり。でも、そこに前後関係はないので進化
していないとも言える。日々自分の喜びのために制作
を続けているんだと思います。
金氏：僕も八木くんと近いかな。繰り返しつくること
に意味を見出していて、制作活動全体が塑像っぽいと
いうか。つくることで納得いかない部分や見えないも
のが可視化される。ある意味すべてが未完成のまま、
更新されることで完成していくんだと思います。

KAVCは2021年に開館25周年を迎えました。1996年の開館以来、美術事業では作家とスタッフが協働して展覧会を

つくりあげることを重視し、枠にとらわれない表現の可能性を追求。神戸アートアニュアル（1996̶2005）、Exhibition 
as media（2007̶2016）、1floor（2008̶2017）、ART LEAP（2018̶現在）など展覧会シリーズのなかで、数多くのアーティ

ストとともに展覧会を企画し開催してきました。今回は、KAVC最初期の美術事業のひとつである「神戸アートアニュ

アル」に出展した金氏徹平さん、束芋さん、八木良太さんによる座談会を収録。KAVCで作品を発表したのち、国内外
でジャンルを越えた幅広い活動を展開する3人に他者との協働や活動領域を横断することへの視座を伺っていきます。

*2　家成俊勝：
建築家。2 0 04年赤代武志と
dot architectsを設立。建築設
計にとどまらず、現場施工や
アートプロジェクト、パフォー

マンス作品への参加など活動は
多岐に渡る。2016年に第 15回
ヴェネチア・ビエンナーレ国際
建築展 審査員特別表彰、2021
年に第2回小嶋一浩賞を受賞。

*3　福永信：
小説家。1998年「読み終えて」
でデビューし、第 1回ストリー
トノベル大賞を受賞。2015年、
第5回早稲田大学坪内逍遥大賞
奨励賞受賞。主な著書に『アク
ロバット前夜』（リトルモア、

2001）、『三姉妹とその友達』（講
談社、2013）、画家・村瀬恭子
との共著『あっぷあっぷ』（講
談社、2004）など。美術への
造詣が深く、美術批評の記事も
多数。

*4　岡田利規：
演劇カンパニー「チェルフィッ
チュ」主宰。2005年『三月の
5日間』で第49回岸田國士戯
曲賞を受賞。2007年に刊行さ
れたデビュー小説集『わたした
ちに許された特別な時間の終わ
り』（新潮社）で第二回大江健
三郎賞を受賞。作品は従来の演
劇の概念を覆すとして、国内外
で注目を集めている。

*6　オハッド・ナハリン：

世界的なコンテンポラリー・
ダンス･カンパニーであるバッ
トシェバ舞踊団で 1990年から
芸術監督を務める。20代から
ダンサーとしてバットシェバ舞
踊団で活躍し、80年に振付家
としてデビュー。以降次々と話
題作を発表し、2度にわたり
ベッシー賞を受賞。作品は世界
中のダンスカンパニーやバレエ
団で踊られている。

*11　岩渕貞太：
ダンサー・振付家。これまでに
ニブロール、伊藤キム、山田うん
らの作品にダンサーとして参加。
2005年より身体の構造や空
間・音楽と身体の相互作用に着
目した作品を発表し、音楽家と
の共同公演も多数。2012年に
は『Hetero』（共同振付：関か
おり）が横浜ダンスコレク
ションEX2012で在日フランス
大使館賞を受賞。

*1：
束芋のデビュー作《にっぽん
の台所》（1999年）。キリン 
コンテンポラリー・アワード

1999で最優秀作品賞を受賞。
日の丸が意匠された襖の奥に、
3面の映像が映し出される映
像インスタレーションで、ま
な板の上で窓際族の亭主の首
を切る主婦、電子レンジのな
かで言葉を連呼する政治家、
雨のようにビルから飛び降り
る学生など、現代社会を描い
たセンセーショナルなアニ

メーションが話題を呼んだ。

つながりのなかで、つくること

̶̶演劇や建築との協働など、活動領域はどのように

広がっていったのでしょうか？

金氏：活動の展開は成り行きで、出会った人から次の
仕事につながっていきました。たとえば、KAVCの展
覧会で出会った建築家・家成俊勝さん *2との協働は
今でも続いていますし、演劇と関わるようになった
きっかけは小説家の福永信さん *3。彼の紹介で岡田利
規さん *4と出会い、舞台『消しゴム山』*5が生まれ
ました。学生時代は演劇を「白々しい、虚構だ」って
思っていましたが、関わってみると自分が見ていたの
は演劇の一部でしかなかった。
束芋：その感覚、私にもありま
した。私は、バットシェバ舞踊
団の振付家、オハッド・ナハリン
*6に声をかけてもらい、舞台の
世界に。オハッドの誘いでイス
ラエルで観劇した際にはじめて
舞台作品に感動したんです。表
現形態はアウトプットの方法を
思考するなかで発展してきまし
たが、活動領域は他者に導かれ
ることで広がりました。
金氏：表現形態の話でいうと、
僕が行ってきたコラージュ的
な手法と、建築的・演劇的なも
のに親和性があると気づいた
瞬間があって。ちょうどコラー
ジュを表現手法とする作家に
ついて勉強していた時期に、先
達の作家たちも演劇や建築に
行き着いていることを知り、こ
れは自然な流れなんだと思う
ようになりました。彫刻って空
間のなかで現実と接しながら
存在するものだと思います。そ
の活用方法のひとつとして、演
劇や建築との接点がある。僕自
身、若い頃に孤独につくってい
たものが接点となり、人とつな
がれるようになっていきまし
た。最初はひとりが好きで作家
になったのに（笑）。
八木：なるほど。僕は共同制作
においても、いつもひとりで制作している感覚です。
グループ展に参加するときも同様で。表現形態もいろ
いろなのでジャンルを問わず展覧会に呼ばれること
があります。たとえば、写真の展覧会に呼ばれたけど、
自分だけ写真家じゃないとか。そういうときは、決
まってまわりの写真家さんたちが優しくしてくれ

るんです。KAVCの「Exhibition as media」*7に出展
したときも、金氏さんが手伝ってくれましたよね
（笑）。僕にとってメディアを越えた協働はそうやって
成り立ってきたのかもしれません。
金氏：たしかに、アーティストって“なんでもない人”
でいられるポジションですよね。僕も、分野を越える
ときに“素人”でいようと心がけることがあります。
プロのアーティストって、“美術以外のすべての素人”
なのかもしれないとも思います。
八木：僕はその優しさのなかでこそ、自分ひとりの制
作を維持していける感覚があります。
金氏：協働する場面では、優しさと同時に制約も多い

ですよね。僕の場合は制約や注
文が多い方がやりやすい。舞台
における上演時間や照明や装置
の制約をどう解釈するかは、僕
個人の制作において、既製品を
読み解き、構造物として作品化
していくことと同じ感覚です。
八木：金氏さんにはその仕組み
があるから、美術にも舞台にも
応用が効くってことですよね。
僕もアウトプットが違うだけで、
音楽も映像もやっていることは
ひとつの延長上にあるっていう
スタンスなんです。
束芋：面白いですね。私にとっ
ては、美術作品と舞台作品は全
然違う感覚です。よく、映像を
用いた舞台作品に対して「映像
は本当に必要？」と懐疑的にな
ることがあります。舞台は生で
どこまで伝えられるかが勝負な
ので、舞台上にはそれに対して
意味のある映像があってほしい。
そうじゃないと自分の作品だと
は言えないんです。だから、最
近はプロデューサーとともにゼ
ロから劇場にかけあって、ディ
レクションまで自分で手がける
ようになりました。さきほど

「アーティストは“なんでもな
い人”でいられるポジション」
という話がありましたが、私も
舞台作品に関わることで、美術

のフィールドで自分がいかに守られてきたのかを痛
感します。今は、舞台の制作でヘトヘトになった分、
美術で自由にリフレッシュする感覚かな。

越境すること、
受け入れること

̶̶他者や分野を越えた協働は、
ご自身の制作活動にどのように

影響してきましたか？

束芋：舞台では、他者と言葉を
共有しないといけない。これは
美術の制作では努めてこなかっ
たことです。言葉を乗り越えたと
き、ひとりでたどり着けない場所
にみんなが連れて行ってくれる
感じ。その面白さがわかると舞台
芸術の深みにハマりますよね？
金氏：あの高揚感は独特ですよね。
八木：僕、言葉を使うのが苦手で。
気心知れた人と話すときでさえも、ものを介したコミュ
ニケーションの方が安心します。今一緒に作品を制作
している山城大督くん *8とプランを練る際も、家に
ある大量のおもちゃを持っていって、一緒に触りなが
らイメージを構築していて。おふたりはどうやって言
葉やイメージを共有していますか？
束芋：自分のやりたいことを自分の言葉で語るのは難
しいですよね。私も舞台作品の現場では、みんなが共
有できるレベルの言葉を紡ぐために、小説や誰かの言
葉を引用してコラージュすることで伝えていきます。
金氏：それができるのはすごいですよね。僕は言葉どこ
ろか絵にもできないので、演劇『tower (THEATER)』*9

をつくったときは、演者にも最後まで「何をしてるか
わからない」と言われたくらい（笑）。そういう経験
のなかで「他人が一番よくわからない」と実感したこ
とは大きかったですね。僕はこれまで、コントロール
できないものを作品に取り込み、それらとどう関わる
かを制作の軸にしてきたんだけど、結局一番よくわか
らないのは他人だった。転じ
て、他人と関われるなら、どん
なに恐ろしいものや巨大なも
のでも関わっていくことがで
きると思えたんです。だから、
舞台での経験を経て、ものと
の関わり方が変わってきてい
ると感じます。束芋さんは、
舞台作品を手がけたことによ
る変化を感じますか？
束芋：舞台と美術作品の一番
の違いは、観客との関係です
よね。シアターは鑑賞者を含
めた空間全体がまるっとひと
つの作品なので。インスタレー
ション作品でも空間に観客が

いる感覚はありましたが、鑑
賞者を育てていく感覚は舞台
作品に携わるなかで得たもの。
舞台の世界とともに、鑑賞者
も育っていくことが大切だと
思うようになりました。
八木：パフォーミングアー
ツってその場で状況が変化す
るし、観客などの環境により
作品の良し悪しも左右される
ことがある。僕はそこに怖さ
を感じることがあって。でも
観客に理解されるかどうかと
作品の良し悪しは、本来的に
は関係のないものだろうとも
思うんですよ。
束芋：もちろん、日々作品が

変化する怖さはあります。そのとき、「完成形はこれ
だ！」と貫き通すのは美術家
としての私。でも、舞台の世
界では変化を受け入れ、どの
ように変わっていくのかを楽
しみたいと思えます。*10

金氏：僕は丸投げした方が面
白い共同制作ができると感じ
ています。僕のやりたいこと
も他者の影響で変形していく
し、バンバン投げて、どんどん
手放す。僕が面白いと思うこ
とにさえ向かっていれば、あ
とは手放します。
八木：なるほど。以前、岩渕
貞太 *11さんの公演に関わった
とき、ゲネプロではスタッフ
からの「良くない」という声が多かったのに、本番は

「よかった！」と絶賛で。でも
僕にはゲネプロと本公演の違い
が、全然わからなかったんです。
束芋：おそらく、本番とゲネプ
ロにレベルの違いがあったので
はなく、その瞬間、その言葉を
共有する必要があったんじゃな
いかな。舞台の裏側にしかない
風景も面白さですよね。
金氏：アートユニットと演劇公
演の規模の違いはありますよね。
舞台にはたくさん人の視点があ
り、関わる人それぞれの役割分
担もありますが、どこかで役割
を越えないといけないことも。
その先で喧嘩をすることもある

けど、関わりしろを個々人の役割として完全に分けて
しまうと、良い作品にならないことが多い。
束芋：やりたいことに価値があるなら、越境してでも
実現していくことが大切だと思います。おそらく、美
術家が舞台に関わること自体が、越境することへのオ
ファーなんですよね。美術家は舞台関係者や誰かが規
定した範囲を越えていける存在だから。

アーティストを
続ける力

̶̶最後に、アーティストを続けていくことについて

今思うことをお聞かせください。

束芋：今、あらためて続けることの重要性を感じてい
ます。10年前に自分と一緒に走っていた作家がいな
くなっていることもあれば、意外な人が続けているこ
ともあるわけで。年を重ねるごとに、その時々の価値

判断は案外正確なものではない
なと思うようになりました。
八木：そうですよね。友人から
「作家をやめる」って言われて、
「やめるなんて言わんでもええ
やん！」って思った経験も多々。
金氏：ありますよね。「美術なん
てやるもやめるもないやろ！」っ
て思うけど（笑）。
八木：僕自身が浪人時代に言わ
れた言葉ですが、「つづけるこ
と、つながること、つくること
が大事」と、教員になった今、
学生たちに伝えています。
束芋：たしかに、つくる環境を
どうつくるのかは重要ですよね。

作家育成という課題に対して、極論を言えば育てるこ
とはできないのかもしれないけど、自身の経験からす
ると、学生時代に発想の方法を覚えることで、それを
応用していくことはできると思うんです。
八木：育てるって難しいことですよね。基本的には思
い通りにならない。それでも、応用力をつけることは
でき、それが大切だと僕も思います。金氏さんも大学
に勤められていますがどうですか？
金氏：十数年、大学で教えているけど難しいですよね。
おっしゃるように場所づくりや考え方の幅を見せる
こと。それ以外はみんな個人個人だと思います。あと
は、いろんな意味で失敗しても大丈夫って知ってもら
うこと。僕自身が失敗する姿を学生たちに見てもらえ
たらいいかなって思います（笑）。
 

 収録：2021年 11月 16日（火）Zoomにて

金氏徹平（かねうじ・てっぺい）

1978年京都府生まれ。京都市立芸術大学大学院美術研究科彫刻専攻修
了。フィギュアや雑貨、日用品など、日常的なイメージをもつオブジェ
クトをコラージュした立体作品やインスタレーションを手がける。
2017年には「KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭」では青柳い
づみ、contact Gonzoなどが参加した『tower(THEATER)』でオープニン
グアクトを飾るなど、舞台作品も発表。主な個展に「金氏徹平：溶け出
す都市、空白の森」（横浜美術館、2009）、「Towering Something」（ユー
レンス現代美術センター、2013）、「金氏徹平のメルカトル・メンブレン」
（丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、2016）など。

束芋（たばいも）

1975年兵庫県生まれ。京都芸術大学（旧京都造形芸術大学）芸術学部情報
デザイン学科卒業。木版画のような色と筆致で日本社会や自身の内面世界を
描いたアニメーションを軸に、数多くの作品を展開。2011年には第54回ヴェ
ネチア・ビエンナーレの日本館で、建築と映像を一体化させたインスタレー
ション《てれこスープ》を発表。音楽家パスカル・ロジェとのコラボレーション
や、杉本博司の脚本・演出による人形浄瑠璃『曾根崎心中』へのアニメーション
参画、そのほか自ら演出・美術を手がける舞台、絵画や銅版画など、活動領
域は多岐にわたる。主な個展に、「断面の世代」（横浜美術館ほか、2009-
10）、「Utsutsushi Utsushi」（シアトル美術館、2016）など。

八木良太（やぎ・りょうた）

1980年愛媛県生まれ。京都芸術大学（旧京都造形芸術大学）芸術
学部空間演出デザイン学科卒業。「見たいものだけを見る」「聞きた
いことだけを聞く」といった、人間の制限的な知覚システムや態度
に対する批判的思考をベースに、身近なものを素材とした音響、映
像、インスタレーション作品など幅広い領域の作品を制作。主な個
展に「サイエンス／フィクション」（神奈川県民ホールギャラリー、
2014）、「Vessels for Memory」（香港中文大学／5Art、2019）。主
な展覧会に「ウィンター・ガーデン」（原美術館、2009）、横浜ト
リエンナーレ2011「OUR MAGIC HOUR」など。

Teppei Kaneuji TABAIMO LYOTA YAGI

金氏徹平×束芋×八木良太

*7　「Exhibition as media」の第 1回に出品された八木良
太の作品《Vinyl》（KAVC、2007）。出展作家は、ほか
に金氏徹平、喜多順子、中西信洋、吉田彩子。作家同
士が互いに要求を与え、それに応答する制作を行うと
いう、共同制作にも近い展覧会だった。八木は喜多の
レコードコレクションをもとに「氷のレコード」を制
作し、会場で再生。プレイヤーの下にはレコード盤を
保管するための冷蔵庫も置かれた。

*9　金氏徹平と the Constructions『tower(THEATER)』
公演風景（「KYOTO EXPERIMENT」ロームシアター、
2017）。金氏自身の映像作品と彫刻作品をライブアート
としての舞台表現に進化させた本作では、舞台上に「タ
ワー」を立ち上げながら、クリエイターによる制作と
行為が行われる。演者に青柳いづみ、contact Gonzo、
オオルタイチらが参加。映像を映像作家・山田晋平、
テキストを福永信、岡田利規が手がけた。

*5　チェルフィッチュ×金氏徹平『消しゴム山』公演
風景（「KYOTO EXPERIMENT」ロームシアター、2019）。
震災後、驚異的速度で風景を人工的につくり変えつつ
あった岩手県陸前高田市。その光景から岡田利規が構
想した「人間的尺度」を疑う作品に呼応し、金氏徹平
が舞台美術・演出を担当。無数にものが並ぶ空間で、
俳優とものが新たな関係を構築する。2019年の初演以
降、現在もライブ配信公演や欧州ツアーなど再演が続く。

*8　美術家 ·映像作家の山城大督と八木良太が企画 ·制
作した 1日だけの展覧会「Sensory Media Laboratory」
（THEATRE E9 KYOTO、2021）の展示風景。劇場で体
験する展覧会として制作され、9年間続くプロジェクト
の第 1回として発表された。山城大督は、2006年に
「Nadegata Instant Party（中﨑透＋山城大督＋野田智
子）」を結成し、以降、参加型のアートプロジェクトを
各地で発表。2021年、豊中市立文化芸術センターのプ
ログラムディレクターに就任した。

*10　束芋が構成・演出・美術を手がける、ダンサー・
振付家の森下真樹とのコラボレーション作品『錆から
でた実』。写真は2020年コロナ禍での成功を収めた全
米ツアーより。本作は2012年からはじまり、東京、
京都、アメリカと回を重ねるごとにアップデートされ
てきた。舞台上では、映像とダンスのほか、束芋自身
によるパフォーマンスや生バンドの演奏も展開される。

©Tabaimo / Courtesy of Tabaimo Theatre Projects　撮影：bozzo

撮影：守屋友樹

撮影：福永一夫

©Tabaimo / Courtesy of Gallery Koyanagi　撮影：米倉裕貴

撮影：山城大督



6日（日）　会場：1F・1room

ひらめきのたね Vol.11

「オマルト・ヴェンザーのしゃべ郎をつくろう！！ 」
講師：Omult.Venzer（オマルト・ヴェンザー）
※このほか、関連展示を開催予定。詳細は決定次第webサイトにてお知らせします
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昨年親子向けにリニューアルしたユメノマド。
見どころのひとつは、浴室に鎮座する芸術的
なバスタブだ。オーナーが一目惚れし、山形
の作家のもとへ買い付けに行った逸品だが、
その迫力に泣き出す子どもも多いのだとか。

一軒家を改装した個性的なゲストハウスで

す。KAVCからも徒歩5分の好立地で、新開

地を堪能したい方にはおすすめです！

HOSTEL ユメノマドの「インパクトがありすぎる浴槽」
vol.15

六甲山系ピカソ
 @rokkopicasso

「六甲山系ピカソ」は、神戸市内で移動
販売やケータリング、音楽イベントへの
出店などを行う移動式のカレー店。湊川
市場の旬のお魚を使ったスパイスカレー
など、日によって登場する限定メニュー
は見逃せない。湊川には船川さんの行き
つけの実店舗「逆光」も（現在休業中）。

神戸アートビレッジセンターで日々開催される、さまざまな催しごと。
合わせて「せっかくならここも行っとき〜！」と背中を押したい、

魅力的な道草スポットをご紹介。
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﹁
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迎
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﹁
新
開
地
カ
ブ
キ
モ
ノ
音
頭
﹂
を
制
作
し
、
発
表
。
ラ
ッ
プ
混
じ
り
の
愉
快
な
音
頭
と
、

三
田
村
管
打
団
？
の
陽
気
な
音
楽
で
舞
い
踊
り
、
商
店
街
を
練
り
歩
く
﹁
前
夜
祭
﹂、
K
A
V
C
ホ
ー

ル
で
山
猫
団
と
新
開
地
舞
踊
歌
劇
団
が
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
表
し
た
﹁
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ビ
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林正樹［事業チーフ］

推薦者

KAVC REVIEW SPECIAL

特定の状況下でとらえることのできる
対象“そのもの”と向き合う

ART LEAP 2021
「Hey, _ 」を見る！　

30〜40代の作家を対象とした公募プログラム「ART LEAP 
2021」で選出された美術作家・船川翔司さんによる展覧会を行い

ます。特定の状況下における随想と経験に基づいた体感に焦点を当

て、このもの性（“そのものが、そのものである”と認められる状態）

と向き合う場を提示しようとする船川さん。全国の風
ふう

穴
けつ

を巡るリ

サーチ、無人島での滞在、さらに登山道ですれ違いざまに交わされ

る短い挨拶などから着想を得て作品を制作しています。今回は、

KAVCゆかりのイラストレーター・横山次郎さんのイラストととも

に、船川さんおすすめのスポットを紹介します。

会期：2022年2月19日（土）〜3月13日（日）※火曜休館
会場：KAVCギャラリー、KAVCシアター、スタジオ3
※関連イベントも開催。詳細は決定次第Webサイトにてお知らせします

制作地：山形県・次年子窯
写真映え度　★★★★★

2022.01–03

最新のイベント情報は随時Webサイトなどでお知らせします。
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出
る

人
生
経
験
値
と
そ
こ
に
比
例
し
た
得
体
の
知
れ
な
い

才
能
。
そ
れ
は
動
き
だ
け
で
な
く
声
や
言
葉
や
文
章

に
も
、
し
っ
か
り
と
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
3
年
継
続

の
事
業
で
あ
る
た
め
、
山
猫
団
の
後
ろ
盾
を
今
年
で

失
う
新
開
地
舞
踊
歌
劇
団
。
し
か
し
素
人
上
等
！　

個
性
あ
ふ
れ
る
団
員
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら
も
注
目
で

す
。
彼
ら
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
は
こ
う
あ
る
。﹁
と

に
か
く
踊
り
や
歌
の
技
術
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
持

ち
前
の
魅
力
と
や
る
気
で
新
開
地
の
ス
タ
ー
！
を
目

指
し
て
活
動
中
！
﹂

写真：新田さやか

色とりどりの衣装に身をつつんだ三田村管打団？の団員たち 新開地土曜マルシェで賑わうKAVC前で披露された新開地カブキモノ音頭の様子

JA
N

U
A

R
Y 8日（土）　会場：KAVCギャラリー

はじまりのみかたvol.9

「フレスコ画を描こう！」
講師：川田知志（美術作家）

9日（日）̶ 16日（日）　会場：KAVCギャラリー

「ワークショップ成果作品展」

8日（土）̶ 21日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ

『渚の果てにこの愛を』『MORE／モア』『なれのはて』
『悠久よりの愛』『花椒の味』『夜空に星のあるように』

28日（金）̶ 30日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2021-2022

StarMachineProject『定位』
作・演出：赤星マサノリ

M
A

R
C

H

13日（日）　会場：未定

ART LEAP 2021 関連イベント

クロージングパフォーマンス 「U-taut」
出演：船川翔司、さや（Tenniscoats）、安土早紀子

『カラミティ』『ロング・ウェイ・ノース 地球のてっぺん』
『クナシリ』『雨とあなたの物語』
『truth〜姦しき弔いの果て〜』『スティール・レイン』

18日（金）̶ 31日（木）　会場：KAVCシアター

KAVCシネマ（上映予定）

11日（金）̶ 13日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2021-2022

かのうとおっさん『恐怖！ときめきの館』
作・演出：嘉納みなこ　
原案：かのうとおっさん

19日（土）　会場：1F・KAVCギャラリー

ART LEAP 2021 関連イベント

オープニングトーク
出演：船川翔司、遠藤水城（キュレーター／
東山 アーティスツ・プレイスメント・サービス［HAPS］代表／ART LEAP 2021審査員）
※YouTubeライブ配信、会場聴講席あり
※このほか、関連ワークショップを開催予定。詳細は決定次第Webサイトにてお知らせします

上映作品：
劇団☆新感線『髑髏城の七人』Season風
『髑髏城の七人』Season月《上弦の月》
『髑髏城の七人』Season月《下弦の月》
維新派『トワイライト』『アマハラ』
パリ・オペラ座バレエ シネマ『眠れる森の美女』
ウィーン国立歌劇場2020 in CINEMA『トスカ』
コメディ・フランセーズ in シネマ『シラノ・ド・ベルジュラック』

5日（土）̶ 13日（日）　会場：KAVCシアター

KAVCシネマ 特集上映「映像で観る世界の舞台芸術特集」

11日（金・祝）̶ 13日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2021-2022

劇団不労社『BLOW & JOB』
作・演出：西田悠哉

19日（土）̶ 3日 13日（日）　会場：KAVCギャラリー、KAVCシアター、スタジオ3

ART LEAP 2021「Hey, _ 」
出展作家：船川翔司

FEB
R

U
A

R
Y

新
開
地
カ
ブ
キ
モ
ノ
音
頭

　
作
詞

：

神
戸
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー 

　
作
曲

：

北
園
優
︵
山
猫
団
︶

　
監
修

：

長
井
江
里
奈
︵
山
猫
団
︶

船川さんからのコメント

オーナーのふたりはとっても優しいので、カレーも必然的に

優しい味です。優しさに飢えていてピカソを見かけたら駆け

つけてください。さぞ心も腹も満たされることでしょう。

船川さんからのコメント

展覧会の着想のひとつに「挨拶」があります。

大倉山にはたくさんの種類の植物があって、季

節ごとの植物に触れながら心地良い気持ちにな

ると誰かに声をかけたくなってきます。

青空の下、神戸の街角で青空の下、神戸の街角で
スパイスカレースパイスカレーを楽しむを楽しむ

大倉山公園
中央区楠町4丁目

HOSTEL ユメノマド
神戸市兵庫区新開地 1-2-2

市民の憩いの場・大倉山公園。その中央
にある、市内35の県人会によってつく
られた「ふるさとの森」は、それぞれの
地域を表す樹木、石庭などが配置された、
個性的な空間となっている。和歌山はウ
メの木、鹿児島は溶岩と、ご当地の自然
に触れながら園内を散策してみては。

35県を象徴する庭35県を象徴する庭でで
観賞後の小休憩観賞後の小休憩

レ
ビ
ュ
ア
ー

：

文
さ
ん
［
D
A
N
C
E
 B
O
X
］

　

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
K
A
V
C
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
、
今
年
も
幟
が
立
つ
。
ま
た
こ
の
季
節
が
や
っ

て
き
た
。
大
衆
演
芸
を
思
わ
せ
る
癖
の
あ
る
前
説
が

終
わ
る
と
、﹁
新
開
地
カ
ブ
キ
モ
ノ
音
頭
﹂
で
幕
が

上
が
る
。
す
で
に
客
席
は
手
拍
子
で
、﹁
新
開
地
舞

踊
歌
劇
団
﹂
を
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
劇
場
空

間
に
迎
え
入
れ
る
。
お
客
さ
ん
も
待
ち
望
ん
だ
時
間

な
ん
だ
と
、
開
幕
早
々
じ
ー
ん
と
す
る
。

　

M
C
、
音
楽
、
美
術
あ
っ
て
の
山
猫
団
率
い
る
新

開
地
カ
ブ
キ
モ
ノ
大
興
行
は
、
は
じ
め
て
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
見
る
人
に
も
や
さ
し
く
ガ
イ
ド

し
、各
シ
ー
ン〝
め
く
り
〞で
題
目
表
示
。﹁
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
﹂﹁
両
腕
だ
ら
り
﹂﹁
ま
っ
し
ろ
﹂
な
ど
、
説

明
的
な
も
の
か
ら
抽
象
的
な
も
の
ま
で
、
そ
の
お
題

北園優（山猫団）の歌声に乗って舞い踊る新開地舞踊歌劇団

※

と
と
も
に
個
性
も
衣
装
も
バ
ラ
バ
ラ
な
新
開
地
舞
踊

歌
劇
団
員
が
、
シ
ー
ン
ご
と
に
数
人
出
て
き
て
そ
れ

を
演や

る
。
途
中
で
お
客
さ
ん
に
も
題
目
を
選
ん
で
も

ら
う
な
ど
、
巻
き
込
み
方
も
う
ま
い
。

　

中
盤
、﹃
そ
し
て
神
戸
﹄︵
1
9
7
2
年
に
リ
リ
ー

ス
さ
れ
た
内
山
田
洋
と
ク
ー
ル
・
フ
ァ
イ
ブ
の
楽
曲
︶

の
歌
唱
シ
ー
ン
で
全
員
は
け
る
と
、
無
音
の
な
か
ひ

と
り
女
性
が
立
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
あ
れ
や
こ
れ
や
と
劇
場
空
間
に
散
ら

ば
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
、
身
体
ひ
と
つ
で
引
き

受
け
た
ソ
ロ
ダ
ン
ス
。
全
身
全
霊
、
身
体
か
ら
湯
気

が
立
ち
、
身
体
が
光
を
放
っ
て
い
る
。
圧
巻
の
ダ
ン

ス
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ほ
か
の
ダ
ン
サ
ー
が
入
っ
て

き
て
、
舞
台
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
あ
っ
た
い
く
つ
か
の

直
径
80
セ
ン
チ
く
ら
い
の
光
の
球
も
動
き
出
し
、
そ

の
美
術
を
交
わ
し
な
が
ら
、
転
が
り
な
が
ら
、
そ
の

動
き
と
と
も
に
踊
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
、
4
年
の

厚
み
を
凝
縮
さ
せ
た
説
明
抜
き
の
ダ
ン
ス
で
舞
台
は

暗
転
。最
後
は
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の﹃
誕
生
﹄︵
1
9
9
2

年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
中
島
み
ゆ
き
の
楽
曲
︶。
山

猫
団
が
東
京
か
ら
や
っ
て
き
て
、
新
開
地
舞
踊
歌
劇

団
を
生
み
育
て
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
去
っ
て
い
く
。

メ
ン
バ
ー
の
潤
ん
だ
目
に
、
こ
ち
ら
も
つ
ら
れ
る
。

　

終
演
後
、
1
年
目
か
ら
見
て
い
る
93
歳
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
、﹁
来
年
生
き
て
た
ら
ま
た
来
る
か

ら
ー
﹂
と
、
颯
爽
と
帰
っ
て
い
く
。
こ
れ
ぞ
、
ま
ち

の
名
物
・
新
開
地
カ
ブ
キ
モ
ノ
大
興
行
!!

　

新
開
地
舞
踊
歌
劇
団
が
独
り
立
ち
し
て
、
本
物
の

ま
ち
の
名
物
に
な
っ
て
、
ま
た
来
年
も
出
会
え
る
こ

と
を
、
一
フ
ァ
ン
と
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

山
猫
団
と
新
開
地
舞
踊
歌
劇
団
に
よ
る
ダ
ン
ス
公
演

2
0
2
1
年
11
月
14
日
︵
日
︶ 

14
時
〜 

@
K
A
V
C
ホ
ー
ル



KAVCでは「ナショナル・シアター・

ライブ」が看板上映になりつつありますが、2月

には、関西の演劇をはじめ、世界の有名な劇場で

上演されたバレエやオペラ、演劇など最高峰の舞

台芸術を映像に収めた作品を一挙に上映します！ 

またこの期間中には関西の個性派劇団の生の舞台

を上演する「KAVC FLAG COMPANY」も開催し

ています。コロナ禍で海外旅行もま

まならないですが、ぜひこ

の機会にハシゴしていただ

き、KAVCシアターで世界の

劇場をめぐってください！

VOICE 02

岡本酉子

 ［映像担当］

AVCは「創る劇場」を目指しています。今回

は、自分が思う「創る劇場」とは何か、考えて

いることを書いてみたいと思います。私は、KAVCで毎

年夏に開催している高校生のための演劇ワークショップ

「Go! Go! High School Project（ゴーハイ）」に高校生の

ときに参加しました。ゴーハイでのいろんな人とのつな

がりや、さまざまな価値観に触れた体験は、それまでの

自分と 180度違う自分に出会う機会になりました。当時

の経験や感動は、その後の活動や出会いにつながり、今

の自分をつくっています。「創る劇場」とは、単に「作

品を生み出す」という意味だけではないと私は思いま

す。アーティスト同士、アーティストとお客様、お客様

同士、というような「人と人のつながり」や「人と作品・

感動の出会い」など、高校生の頃の私と同じように、さ

まざまなつながりを「作る」ことも「創る」の一部分な

のではないでしょうか。「創る劇場」を目指すスタッフ

のひとりとして、KAVCにお越しになる方々の手と手を

取り、握り合うことができるように「つなぐ人」になり

たいと思っています。

KAVCスタッフと、

ときどき保安のおっちゃん物語とは……
本館の隠れた主人公・保安のおっちゃん3人衆のかたわら

で、日々業務に励むKAVCスタッフ。彼らが見つめる新開地と

KAVCの日常から、さまざまなエピソードを紹介していきます。

作・画　鈴
すず

木
き

裕
ひろ

之
ゆき

さん

本誌を機会に新開地デビューを果たした大阪出身・在住のイ

ラストレーター。雑誌やCDジャケット、広告ほか、2020年

からオンライン似顔絵屋「LUX」（lux-lux.jp）などで活動中！

STAFF’s VOICE

ART VILLAGE VOICE vol.99　発行日：2021年12月28日　発行元：神戸アートビレッジセンター （指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団）［大谷燠（館長）、柳谷茂昭（館長代理）、林正樹（事業チーフ）、平川光江（演劇・ダンス担当）、岡村有利子（美術担当）、岡本酉子（映像担当）、羽仁真理子（地域事業担当）、

野澤美希（広報担当）、橋本実弥（総務・経理担当）、射場亮・明田春来・横山春乃（総務・施設運営担当）、赤木燎・大矢哲紀・中川恵理子・大和明日香・山本和馬（アシスタント）］　 編集ディレクション&編集：多田智美・永江大（MUESUM）　編集：妹尾実津季・鈴木瑠理子・羽生千晶（MUESUM）

アートディレクション&デザイン：仲村健太郎・小林加代子　イラスト（内面）：横山次郎、黒木雅巳　題字（内面）：廣田碧（看太郎）、三重野龍　漫画：鈴木裕之

www.kavc.or.jp
指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団

〒652–0811 神戸市兵庫区新開地5–3–14

TEL＝078–512–5500　FAX＝078–512–5356

開館時間＝ 10:00–22:00 　休館日＝毎週火曜日

（火曜が祝日の場合は翌日）・年末年始

K AVCのいま

・ 神戸高速「新開地駅」8番出口より徒歩約5分

・ JR「神戸駅」ビエラ神戸口より徒歩約 10分

・ 神戸市営地下鉄「湊川公園駅」東改札口より徒歩約 15分

ア
ク
セ
ス

K

KAVCスタッフが日々活動するなかで、興味を持ったものごとをざっくばらんに紹介していきます。

オススメイベントの詳しい情報などはWebサイトにて！

平川光江 ［演劇・ダンス担当］
最近筋トレをはじめました。筋トレ中「戦う気持ちになる歌」
を聴くととても頑張れます。歌の力ってすごいですね。

執筆者

おことわり

新型コロナウィルス感染拡大防止に伴う
対応について

新型コロナウィルス感染拡大の今後の動向によっ
て、臨時休館の他、自主事業の中止もしくは延期
が想定されます。最新状況につきましては決定次
第、HPや各種SNS等でご案内いたします。
最新情報の掲載ページはこちらから　

ART LEAP 2020「特別的にできない、ファン

タジー」の展覧会記録集が完成しました！　

毎年、展覧会ごとに取り上げる内容や冊子

の形態が大きく変わる記録集。今年はなん

と 100ページ！　コロナウィルスによって

大きく変動する日々と、作家・蓮沼昌宏さん

の制作状況をまとめています。展覧会の記

録はもちろん、2020年それ

ぞれの「特別的」だった 1年

に寄り添ってくれる 1冊に

なっています。ぜひお手に

とってみてください。

VOICE 01

中川恵理子 
［美術アシスタント］
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